
平成29年度パネル巡回展

阿賀野川流域の光と影の歴史をテーマとしたパネル展を、下記の各施設で開催します。 <観覧無料>

●パネル巡回展スケジュール

主催：　　　　　　共催：新潟市・五泉市・阿賀野市・阿賀町

2017. 12/2～2018. 3/29●開催期間

展示施設 展示時間・備考展示期間

川砂利の採取や運搬、筏の流送や渡し船、川魚の漁労など…
昭和30～40年代まで阿賀野川で営まれた様々な川業。
その後、新潟水俣病の発生や時代の変化を受けて
衰退し現在に至る光と影を描いたパネル作品。



阿賀野川でかつて営まれた様 な々川業の隆盛と衰退、光と影

　かつて阿賀野川沿岸の集落にとって、阿賀野川の川業は重要な生業の１つで、川砂利や漁業、筏流しや船頭など
様 な々川業が盛んでした。しかし、川と深く関わって暮らしていたため、多くの人々 が新潟水俣病の被害に遭って、川業
自体も時代の流れで衰退して現在に至ります。今回は、そうした川業の隆盛と衰退、光と影を描いたパネル作品です。

　正式名称「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略称「ＦＭ事業」）。阿賀野川流域の各地域
が今も続く新潟水俣病と向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関係」を紡ぎ直す
ため、流域の住民･行政･民間団体が手を取り合い、「新しい流域づくり」を目指して始まったプロジェクト。

展示を希望される方や団体には、無料で貸し出し
ております。詳しくは下記までお問い合わせください。

とは？

過去の作品のご紹介（H21～H28）

（昭和戦前～戦中撮影／阿賀野市千唐仁～小浮間の堤外地か） 「おもかげ」（安田村國防婦人會大和班）掲載／小浮集落住民所蔵
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